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編 集 　 記後

�農業中心の暮らしが大きく変化して約 60 年。昔から続けられてきたことが中止される一方、若者や移住者等によって伝統を継承する
新しい取組が始まった地域も。そんな活動がこれからの地域の自然環境を支えていくのかもしれません。本誌でも今後注目していき
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当　浦山）

　長野駅のステーションビルMIDORI長野３Ｆ“りんごのひろ
ば”を会場に開催しました。今年度は全8回開催し、延べ447名
の方にご参加いただきました。ありがとうございました。
　以下、9月以降の開催テーマです。
◇  9月13日（木）地質時代チバニアンと信州
◇10月30日（火）信州の自然の恵みとしての食文化をさぐる
◇11月30日（金）古民家は何の木でつくられているか？
◇12月20日（木）今年の自然を振り返る2018
◇  1月30日（水）冬のニホンジカ～分布最前線での過ごし方～

　12月2日（日）に佐久市市民創錬センターで「佐久地域の自
然と生き物の未来を考える」をテーマに開催し、130名の方に
ご参加いただきました。講演では、佐久地域の自然の成り立ち
と外来種の問題、地域の環境保全活動の取り組みなどを紹介し
ました。また、平成30年に策定された佐久市生物多様性戦略の
概要についても報告いただきました。ポスター発表の時間を設
け、研究所の研究成果の発表とともに東信地域で自然環境の保
全活動をしている15団体から活動紹介をしていただき、参加者
や団体同士の交流と情報交換を行いました。

◆山と自然のサイエンスカフェ＠信州（全８回）

　会場：ステーションビルMIDORI長野３Ｆ
　　　　「りんごのひろば」

　時間：18時～19時30分

5月16日（木）「長野・新潟県境付近の
 植物のうつりかわり」

6月13日（木）「霧ヶ峰のお花畑をどう守る？」

7月  4日（木）「植物の生活史」

9月26日（木）「菌類・キノコと植物の深い関係」

◆自然ふれあい講座
　8月上旬　みんなで温暖化ウオッチ
　　　　　  セミのぬけがらを探せ！
　会場：長野市、松本市、上田市、飯田市、
　　　　大町市、伊那市

◆施設公開＆親子環境講座
　7月20日（土）飯綱庁舎

◆信州自然講座
　11月30日（土） 豊丘村

交流学習センター「ゆめあるて」

※ 詳細については決まり次第、ホームページ等でお知らせ
します。日時内容については変更する場合があります。

◆　山と自然のサイエンスカフェ＠信州

◆　第 24 回信州自然講座

ご案内　◆　平成31年度の催し
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